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子宮頸がんの包括的戦略―ワクチン・検診・診断から最新治療まで―
企画　宮城悦子

【 Ⅰ．発がんメカニズムと予防・検診 】
1．子宮頸がんの発がんメカニズム  柊　元　　　巌
2．子宮頸がん予防―HPVワクチンが果たす役割  工　藤　梨　沙
3．子宮頸がん検診―1）子宮頸部細胞診が果たす役割  小　田　瑞　恵
4．子宮頸がん検診―2）HPV検査が果たす役割  黒　川　哲　司
【 Ⅱ．診　断 】

5．子宮頸部上皮内病変の精密検査とフォローアップ  杉　山　裕　子
6．子宮頸部腺がんの病理－HPV関連腺がんと HPV非依存性腺がん―  岩　本　雅　美
7．子宮頸がんの臨床進行期決定における画像診断の役割  栗　原　宏　明
【 Ⅲ．治　療 】

8．子宮頸部上皮内病変の治療  笹　川　寿　之
9．浸潤子宮頸がんの妊孕性温存療法の適応と限界  田　中　京　子

10．進行子宮頸がんに対する広汎子宮全摘出術の合併症対策  宇津木　久仁子
11．子宮頸がんに対する低侵襲手術適応の今  小　林　栄　仁
12．進行子宮頸がんに対する放射線治療の進歩  幡　多　政　治
13．進行・再発子宮頸がんの薬物療法の進歩  宇　佐　美　知　香
14．妊娠合併子宮頸がんの治療コンセンサス  田　畑　　　務
15．若年子宮頸がん患者の根治的治療後の QOL改善  吉　丸　真　澄
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